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Ⅱ．平成２０年度事業取り組みの基本方針について 
 
１．平成２０年度は当ＮＰＯ法人の役員体制を一部変更いたします。本年度の総会において役員体制

変更の議案を審議して、採決されれば役員改選途中ではありますが、平成１９年度に役員体制で

理事１名が欠員となっており、本年度に理事１名を補充し 5 名体制とします。そして理事長１名、

副理事長２名、理事 2 名及び監事１名の体制にいたします。 
２．また次年度（平成２１年度）には、会計を担務する理事１名を増員して、管理体制の強化を図り

ます。 
３．Ｈ２０年度の当ＮＰＯ法人の事業収入見通しは新規事業などを手がけることによって明るくなる

見込みです。本年度も県や市のＮＰＯ活動支援事業に積極的に応募して、実績作りを続けたいと

思います。また、これら受託事業を通じて関係するＮＰＯ法人や公益活動団体などとの交流を更

に深めてまいります。 
４．平成１８年度から継続している、市の協働モデル事業ですが現在市の財政事情の逼迫に伴い、協

働モデル事業に投入される予算は大幅に削減される可能性があります。しかし、市としてもこれ

から大量に退職を迎える団塊世代の方たちを対象とした、活動支援事業は今後も重要なテーマで

あり何らかの形で継続されるものと思います。折角築き上げた行政との協働モデル事業は何とか

継続する様、担当部門にも働きかけて行きたいと思います。 
５．Ｈ１９年度に実績が出来た４事業（ＷＥＢ情報提供、市民公開講座・健康づくり体操教室事業、

ホームページ関連事業）の更なる充実を図り、また会員各位のご協力を得て今年度も新規加盟会

員（個人、法人）の加盟促進に努め、年度末３５名体制に再度挑戦したいと思います。 
６．本年度は新規事業として、「パソコントラブル・レスキュー隊」事業を始めます。この事業はＫＡ

ＩＳ会員の中からパソコン操作に詳しい方の協力を得て、市内で市民の方や個人事業者の方で、

パソコントラブルに陥った時になかなかメーカーに電話しても対応が遅く、急ぎの問題解決にな

らないと不便を感じておられる方も多いのが実情です。そこで障害発生時の修理対応をすばやく、

かつ低料金で安心して依頼できるＮＰＯ法人による「パソコントラブル・レスキュー隊」を発足

させて、地元の要望に応えて行きたいと思います。 
７．当面は、ＫＡＩＳ会員の協力者（１～３名ほど）も少ないのが実情ですが、試行期間を経てトラ

ブル対応のノウハウを蓄積した暁には、地元でパソコントラブル対応のできる方を募集して、有

償ボランティアの形で市民や個人事業者のトラブル修理に応えて行きたいと計画しています。有

償ボランティアに参加を希望する市民の方は、ＫＡＩＳの正会員または賛助会員登録をしていた

だき、個人の保有能力が当ＮＰＯ法人の求める技術力や知識・経験が豊かであると認めた方を「認

定登録者」として登録して、お客様への障害・修理に当たっていただく予定です。 
運用はＫＡＩＳのホームページ上から、ＰＣユーザーがトラブル状況を書いて修理依頼を行い、そ

の障害状況を判断した上で現場に出向いて障害修理対応を行う予定です。運用中に発生する問題点

も解決のノウハウを蓄積しながら障害・修理対応力をつけてゆきたいと思います。 



８．平成１９年度はホームページ制作の請負実績（はなこうネットビジネス交流会）が出来ましたの

で、更にホームページ関連事業を強化して、事業収入を安定して確保できる仕組みを作って行き

たいと思います。 
９．市民との接点を広げる「草の根」活動支援事業（市民公開講座など）は、昨年度１講座を開催い

たしましたが、アンケート結果では「資産運用」、「リフォームセミナー」や「健康づくり体操教

室」には一般市民の方も関心が高く、本年度も新しい企画で継続をしてまいります。会員の方か

ら、新しい講座の開設についてご提案をお待ちしています。 
１０． 平成２０年度も市の「団塊の世代活動支援ＷＥＢサイト事業」が継続される見込みです。市

民への情報発信内容のレベル向上に努め、新しいインターネット情報発信技術の取り込みも図り

たいと思います。例えば、インターネット放送を通じて（音声・動画）広く市民への告知活動を

行うなどが考えられます。市の担当部門でもインターネット放送やミニＦＭ放送など実現に関心

が高く、市民サービスや町づくり、環境保護、公益活動などに役立つ情報提供であれば「団塊の

世代活動支援計画」とあわせ起業化のモデルケースとして、近い将来実現の可能性が高いと思わ

れます。昨年２月には「団塊の世代デビューパーティー」が開催されて、その会場で「ミニＦＭ

放送局」の実験放送が行われました。市民生活に役立つ情報発信の実用化には、まだ相当の準備

期間が必要でしょうが技術的には実施が可能な段階にまで環境は整っています。 
１１． 会員の活動促進を図るため、既存会員の方には５事業の内どれか１つでも活動に参加されま

すようご検討をお願い致します。会員になっていただいても、具体的な活動が無ければ参加の目

的を達成することが出来ないと思います。現在会員で未参加の方は、どのような条件を満たせば

活動に参加できるかご希望があれば、遠慮なく理事会メンバーにお伝えください。 
１２． 折角、皆さんと共に作ったＮＰＯ法人です。本年度は設立５年目に入ります。皆さんの積極

的な活動への参加とご協力を得て、ＮＰＯ法人活動の更なる発展と安定した収入確保が出来る環

境整備を行って参りたいと存じます。 
 

以上 
 

 
 



平成２０年度事業計画 （Ｈ２０年４月１２日作成）
事業名 事業内容 実施予定時

期
実施場所 従事者の

予定人数
受益対象者の
範囲及び予定
人数

支出見込
額（千円）

事業収入
見込額
（千円）

収支見込
額（千円）

（１）まちづくりの推進 「団塊の世代活動支援
ＷＥＢサイト事業」鎌ヶ
谷市19年度委託事業

平成１９年3
月末終了

鎌ヶ谷市内 ２～３名 不特定多数の
鎌ヶ谷市民及
び、市内事業 0 270 270

「団塊の世代活動支援
ＷＥＢサイト事業」鎌ヶ
谷市20年度継続委託
事業

Ｈ20／4月～
Ｈ21／3月

鎌ヶ谷市内 ２～３名 不特定多数の
鎌ヶ谷市民及
び、市内事業
者 50 0 -50 （注）事業収入は平成２１年4月予定

鎌ケ谷市ＮＰＯ連絡協
議会事業に参画

Ｈ20／4月～ 鎌ヶ谷市内 1～2名 不特定多数の
鎌ヶ谷市民及
び、市内事業 20 30 10

小計 70 300 230
（２）ウエッブ情報の提
供

鎌ケ谷市及び周辺市
町の居住者に対する
ＷＥＢ情報の提供

Ｈ20／4月～ 鎌ヶ谷市内 ３～４名 不特定多数の
鎌ヶ谷市及び
周辺市町の市 20 0 -20

小計 20 0 -20
（３）市民の「草の根」活
動支援

市民公開講座などイベ
ント・企画運営①資産
運用講座②リフォーム
工事関連講座③健康
づくり体操教室

Ｈ20/4月より
4回開催

鎌ヶ谷市内 ４～６名 不特定多数の
鎌ヶ谷市民及
び、市内事業
者

30 20 -10
小計 30 20 -10

（４）まちの活性化に関
するホームページ関連
事業

ホームページ製作、メ
ンテナンス、広告掲
載、コンサルタントなど

Ｈ20／4月～
Ｈ21／3月

鎌ヶ谷市内
及び周辺
市町

４～５名 鎌ヶ谷市内の
市民団体、
サークル、自営
業者など

①ホームページ製作 インターネット
商店会ほか 0 60 60

②メンテナンス(はなこ
うネットビジネス交流

Ｈ20／4月～
Ｈ21／3月

ソフト購入費他
0 60 60

③広告掲載
④コンサルタント
⑤レンタルサーバー KAISプロバイダ 20 0 -20

小計 20 120 100
（５）パソコンの教育・訓
練

ＰＣ基本操作の教育・
訓練・指導・インアター
ネット活用方法の指導

Ｈ１９／６月
～Ｈ２０／３
月

鎌ヶ谷市内 ４～６名 不特定多数の
鎌ケ谷市民及
びＫＡＩＳ会員

講習会参加費(県・市
の再チャレンジ学習支
援事業他）

講師派遣費

10 30 20
①ＰＣワード初級研修 10名程度 ¥500/人・２Ｈ 0 5 5
②ＰＣエクセル初級研修 10名程度 ¥500/人・２Ｈ 0 5 5
③ＰＣのブログ活用研 20名程度 ¥300/人・２Ｈ 0 5 5
④ＨＰ制作初級 10名程度 ¥500/人・２Ｈ 0 5 5

小計 10 50 40



（作成：Ｈ２０年４月12日）
科目・適用

Ⅰ．収入の部
　１．財産運用収入

0 0

　２．会費・入会金収入
　　　正会員（個人：既21+新2） 48,000 2000×21=¥42,000 3,000×2=¥6,000
　　　正会員（法人・団体：既0＋新1） 15,000 15000×1=15000
　　　賛助会員（個人：既7+新3） 10,000 1000×10=10000
　　　賛助会員（法人・団体：既0+新1） 5,000 78,000 5000×1＝5000
　　　　　　　　　　　　　　（会員：35名）

　３．事業収入
　　　鎌ケ谷市ＮＰＯ連絡協議会事業 30,000 ＮＰＯ連絡協議会委託業務
　　　「草の根」活動支援 20,000 セミナー講習会参加費
　　　まちの活性化ＨＰ関連事業 270,000 Ｈ１９年度市受託事業収入（団階の世代ＨＰ運営・管理ほか）
　　　まちの活性化ＨＰ関連事業 0 Ｈ20年度市受託事業「団塊の世代ＨＰ」10万円の収入は平成２１年４月予定
　　　まちの活性化ＨＰ関連事業 120,000 インターネット商店会ＨＰ制作他
　　　ＰＣ教育・訓練事業 50,000 490,000 講習会参加費(県・市の再チャレンジ学習支援事業+KAIS独自講習会）

　４．ＮＰＯ助成金申請
　　　鎌ケ谷市ＮＰＯ活動助成金申請 0
　　　ＮＰＯ助成団体への助成金申請 50,000 50,000 ＮＰＯ活動支援制度へ応募

　５．寄付金
　　　会員の寄付金 5,000 パソコントラブル・レスキュー隊員の寄付
　　　一般市民の寄付金 10,000
　　　法人・自営業者の寄付金 10,000 25,000

　当期収入合計（Ａ） 565,000
　前期繰越収支差額 602,837

　収入合計（Ｂ） 1,167,837

Ⅱ．支出の部
　１．事業費
　　　まちづくり推進事業費（市随意契約事業） 60,000 団塊の世代ＨＰプロバイダー費
　　　鎌ケ谷市ＮＰＯ連絡協議会事業 20,000 会費他
　　　ウエッブ情報提供事業費 20,000 KAISプロバイダー¥10,000　ドメイン管理費¥10,000他
　　　「草の根」市民活動支援事業費 30,000 セミナー・健康体操教室など開催費用他
　　　まちの活性化ＨＰ関連事業費 20,000 ソフト購入費用など
　　　ＰＣ教育・訓練事業費（出張指導） 20,000 170,000 講師派遣費他

　２．管理費
　　　家賃 0
　　　役員謝礼 32,000 （理事長・会計担当）＠10,000×２名＝¥20,000　

（理事・監）＠3,000×4名＝¥12,000
　　　事務人件費 0
　　　通信費 10,000 郵送代（総会資料・会報発送）他
　　　消耗品費 40,000 インク代、ｺﾋﾟｰ代、印刷代
　　　旅費交通費 20,000 講師など交通費
　　　租税公課 10,000 印紙代、登記簿証明書代など
　　　理事会運営費（年４回） 6,000
　　　総会運営費（年１回） 5,000
　　　会議用施設利用費 12,000
　　　振込み手数料 2,000
　　　その他（雑費） 10,000
　　　支払い利息 0 147,000

　３．その他
　　　什器備品購入額 100,000 100,000 ＊ノートＰＣ+ＰＲＴ

（会計処理など業務用PC+会計ソフト）

　４．短期借入金返済　
0

　5．予備費 50,000

　当期支出合計（Ｃ） 467,000

　当期支出差額（Ａ）－（Ｃ） 98,000

　次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 700,837

平成２０年度　会計収支予算書

金　　額


